
●復職させたくないなら、まず復職さ
せなさい

Ａがしばらく休職している間に、職
場の陣容も大幅に変わってしまった。
そろそろ復職ができるという診断を受
け、本来ならホッとするところだが、
復職について人事に話をしたときの、
あの何とも耳障りの悪い、嫌みな口調
は、ただでさえ不安なＡの気持ちをな
おさら憂鬱にさせるのに十分すぎるも
のだった。それでも、Ａ自身の好きな
仕事でもあることから、不安よりもや
っと職場に戻れるという高揚した気持
ちの方がずっと大きかった。何とも言
えない複雑な気持ちだった。
復職に先立って、人事に呼ばれたＡ
は、復職に際しての労働条件や準備な
どについて、打ち合わせがあるものと
思っていたが、久しぶりの出社のＡに
対して、Ｂ人事部長から出てきた最初
の言葉は、
「本当に復職するつもり!?」
だった。
「君については、復職することに懸念
を持たれている、君からのパワハラが
怖いという声もある、復職した場合の
迷惑を、少しは考えてほしい」
「パワハラ？…迷惑…！？」
「…いや、例えば、の話だ」
「例えばで、パワハラ扱いですか？ま
るで復職するなと言われているようで
すが？」
「いやいや、そうではない…」
などとお茶を濁すだけで、それ以上何
も言おうとしない。きっとＢ人事部長
は何か隠しているに違いにない、Ｂは
ずるい、とＡは思った。
「復職の手続きは総務で進めます」
などとぶっきらぼうに言われて、Ｂ人
事部長との話は終わったが、嫌な気分
だけが残った。
Ａはそのまま復職の手続きに総務課
へいくと、窓口の担当者は、今度は打
って変わって明るい表情で、
「やっと復職できますね、皆さん待っ
てますよ、楽しみです」
などという。Ｂ部長との対応の落差が
大きすぎて、Ａは戸惑ってしまった。
どっちが本当なのか、Ａは複雑な気持
ちだったが、落ち込んだ気持ちのまま
で復職しても良いことは何もないし、
復職する以上は、しっかりと仕事をし

よう、と気持ちを
切り替えようとし
た。
こうして総務課
での復職の手続き
はつつがなく進ん
だが、それから何
日も経つのに、復
職に当たっての業
務の引き継ぎな

ど、具体的な連絡が全くない。Ａは気
が進まなかったが、Ｂ人事部長に、復
職に当たっての引継ぎはどうなってい
るのか、確認の電話をかけた。
「ああ、それね、まぁ、最初はリハビ
リ勤務だから、そんなに気負わないで
…復職早々から、あんまりやる気満々
で来られても…ねぇ…」
「それって、どういう意味ですか？」
「どういう意味って、言われても、ね
ぇ…」
「リハビリ勤務、って、何ですか？総
務での手続では、通常通りの勤務が前
提でしたが…」
「手続きとしては、そうせざるを得な
いんでね…まぁ、君への対応には、特
殊な面もあって、苦慮してるんだよ。
そのあたりの事情も、少しは考えても
らわないと…」
「その、特殊な事情、って、何なんで
すか？」
「君も鈍いな…君の復職には、職場の
抵抗が大きい、ということだよ」
「・・・」
「いずれにしても、復職するわけだか
ら、それなりの対応を心がけてもらい
たい。引継ぎは以上だ」
Ａには何も答えることができなかっ
た。やっぱり復職しない方が良かった
のだろうか。復職しても、職場では針
の筵だろうか…すでに決まっている復
職日が間もなく迫っているというの
に、Ａの気持ちは、疑心暗鬼と大きな
不安で押しつぶされそうだった。
復職の手続も終え、今更復職しませ
んなどとも言えないし、それこそＢ人
事部長に何を言われるかもわからな
い。そんな気持ちを察したパートナー
からは、
「何も悪いことをしている訳じゃない
んだから、後ろめたい気持ちになる必
要はないんじゃない…むしろ普段通り
にふるまうことが大切かもよ…」
などと、諭してくれたが、気持ちは晴
れなかった。ただ、とりあえずは出社
すること、何事ともなかったかのよう
に、普通にふるまうことが大切、とい
うことは、確かだと思った。
復職初日、Ａにとって憂鬱であるこ
とに変わりはなかったが、粛々と出社
し、上司のＣ課長や同僚らに迷惑をわ
びながら、復職の挨拶をしたが、
「待ってたよ」
「復職できてよかったね」

「また一緒に仕事ができて、うれしい
よ。がんぼろう！」
などと、Ｂ人事部長の話とは全く正反
対の状況に、Ａは逆に戸惑ってしまっ
た。職場の同僚たちが、心なしか怪訝
な様子だったのは、きっとＡの表情に
大きな戸惑いの色がはっきりと見えた
からだろう。
Ａはますますわからなくなってき
た。今の職場の状況を、素直に受け止
めて良いのだろうか、同僚たちの言葉
は、うれしい反面、頭の中は混乱する
ばかりだった。
気が重かったが、あの嫌みなＢ人事
部長のところにも挨拶に行った。
「本当に出社しちゃったのね…」
「出社してはいけませんでしたか？」
「そんなことは一言も言ってないよ。
それに…それそれ、君はすぐそんな風
にムキになる。空気を読みなよ。そこ
が君に足らないところだよ」
復職初日に、こんな出鼻をあえて挫
くようなことを言うＢ人事部長こそ、
人の気持ちが分からないのではない
か、と言いたい気持ちだった。
「職場の様子はどうだった？」
「みなさん、特に何も…」
としか、Ａには言えなかった。もうＢ
部長から嫌みを聞きたくなかったから
だ。でもＢ部長は、
「大歓迎だっただろ？」
「…えっ、まぁ…」
「あれは、表向きな、表向き」
「・・・」
「だが、みんな君のことを、腫物を触
るような気持ちで迎えていることは、
きちんと理解しておく必要がある」
こんなことを言われ続けて、冷静に
仕事ができる気持ではなかったが、職
場に戻ると、上司のＣ課長からは、休
職前と変わらない仕事を命じられた。
Ａも少しは気を取り直し、好きな仕事
ができるうれしさを感じた。疑心暗鬼
にならず、普段通りにふるまうことが
大切…と改めて思い返していた。Ｂ人
事部長が、リハビリ勤務などと言って
いたのは、いったい何だったのか、な
どと思ったが、普通に仕事ができる
今、そんなことはどうでもいいと思っ
ていた。
そんな矢先、Ａは再びＢ人事部長か
ら呼ばれた。
「ちょっと調子に乗りすぎじゃないの
か…？」
「えっ…！？」
「私はあくまでもリハビリ勤務だと言
っただろう」
「でもＣ課長は…」
「Ｃ課長が、どうした？」
「これまで通りの仕事の指示を…」
「つまり、君が休職中に、君の代わり
の同僚がしていた仕事を、君が奪った
わけだ」
「そんな…」
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「Ｃ課長からの業務の指示に対して
は、君は、多少遠慮をすべきじゃなか
ったかな。リハビリ勤務なんだから」
「・・・」
「これからは、少し周りの状況を考え
て、仕事をしないと…」
Ａは再びどうしていいのか、分から
なくなった。やっと元通りになったと
思っていたのに…自分の認識が間違っ
ているだろうか…Ａには全く判断がで
きなかった。
そこで、唯一Ａの休職前から同じ職
場に残っている同僚のＤに、正直な気
持ちを打ち明けてみた。
「エッ、人事部長にそんなこと言われ
てるの？そんなこと、あるのかな？」
「すると、これって、どういうことな
んだろう」
「私も、何も心当たりはないけど…で
も、気にすることないんじゃないの」
そう言われて、Ａは少しほっとした
が、この話をＢ人事部長に伝えたら、
何と答えるだろうか。何か新しいこと
が分かるのではないか、そう思ってＢ
部長に話をした。
「…って、Ｄも言ってるんですが、ど
ういうことなんでしょうか」
Ｂ人事部長は、明らかに不愉快そう
だったが、
「それは表向きだって言っただろう。
本人を目の前に、お前は目障りだ、な
んて言うはずがない。うまくとぼけら
れたんじゃないのか…きちんと状況を
理解しておけ！」
Ｂ部長はいつもと違って感情的だっ
た。これまでは穏やかに話してくれて
いたのに、同僚のＤにＢ部長の話をし
たことが、よほど気に入らなかったの
だろうか。
一方のＢ人事部長は心穏やかではな
かった。
「実は、少しまずい状況が…」
シナリオを描いた顧問社労士のＥに
助言を求めた。というより、今回の問
題の責任を転嫁したかった。それに対
して顧問社労士のＥは
「では、そのＡの同僚のＤ某を、ちょ
っとつついてみればいいでしょう」
と、事も無げに返答する。Ｂ部長
は、泥沼に足を踏み入れていくよう
で、気が引けたが、後には引けなかっ
た。早速Ａの同僚のＤを呼び出した。
「実は…私の人事部長としてのＡの対
応について、君が私を非難していると
いう話を、Ａから聞いたのだが…？」
「私が…？部長を非難…？」
「そうだ。本当かね？」
「非難なんて…一言も…？」
「そうだろう。もちろん私もそうだと
思っている。いいかい、ここだけの話
だが、Ａは、各方面から、様々な問題
が出ているんだ。君も不用意に接触し
ないことだ」
「…各方面…ですか？」

「…え、あ、あぁ、まぁ、いろんなと
ころからだ。…おい、そこは問題じゃ
ないだろ…」
「…各方面…！？」
「あ、あのね…とにかく、Ａとは接触
しないことだ」
「接触！？…あっ、触るな、っていう
ことですね。分かりました」
と言うと、Ｄは行ってしまった。ま
ずい、Ｄは天然ちゃんだ。Ｄとの話
は、きっとＡに筒抜けだ。Ｂ人事部長
は状況の思わぬ展開に、焦りで頭が混
乱するばかりだった。極力冷静を装
い、顧問社労士のＥに電話をかけた。
「では、一旦リセットしましょう」
Ｂ部長は、他人事のように何でも簡
単に話をするＥを、内心では苦々しく
思いながらも、頼るほかなかった。
「リセット、って…！？」
「何事もなかったことにする、という
ことです」
「えっ…それではＡを辞めさせること
は…」
「また別に方法を考えましょう。」
「別に方法って…そんな…復職させた
くなければ、まずは復職させて、って
言ったのは先生じゃないですか！」
「引き際も大切です。事情を知られて
しまった以上、すぐにＡに対する発言
を撤回してください」
クソ！前線部隊のこっちの身にもな
ってみろ、と言いたかったが、Ｂ部長
は自分の身に迫るリスクを引き換えに
はできなかった。復職を拒否するより
も、復職させて心理的に追い込み、自
発的に退職させる方がリスクが少な
い、なんて妙な策略に乗せられただけ
なのか。失敗のリスクは全部俺が…
ところが、問題はあらぬ方向に向か
おうとしていた。同僚のＤから、Ｂ部
長の話の一部始終を聞いたＡは、自分
が会社の中で、トラブルメーカー扱い
をされている、と考えてしまった。裏
表のないＤのことだ、きっと間違いな
い…そう思ったＡは、さすがにいたた
まれなくなり、そして数日後、Ｂ人事
部長に退職届を提出した。
驚いたのはＢ人事部長だった。これ
は、いったいどういうことか…まさ
か、私に対する宣戦布告では…！？
「ちょ…ちょっと待ってくれ、私は辞
めて欲しいなどとは言っていない」
「部長のおっしゃる意味が、ようやく
よく分かりましたので…」
「いや、それは誤解だ。これまでの発
言はすべて撤回する。私の勘違いだっ
た。だから、考え直してくれ」
「いいえ、もう決めたことですので…
お世話になりました」
退職日までは、責任を持って仕事を
しようと心に決めたＡだった。そんな
Ａから、冷ややかな微笑で会釈をされ
るたびに、Ｂ人事部長は心臓が止まり
そうな思いになる毎日を送っている。
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必要な時に、必要なサポートを、必要な
だけ。これがオフィスハラダの

「相談顧問」
https://officeharada.org/consulting/

当事者の真意を読み取り、問題に対す
る認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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